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Ｄ．考察 

 

従来の倒像検眼鏡では、眼底を観察

する際に検者の熟練が必要である。 

今回の研究により、明瞭な眼底像を

得るための各構成要素の位置関係が

ある程度、特定できたことにより、簡

易型眼底観察装置が実現出来る可能

性が出て来た。 

また簡易型眼底観察装置に求めら

れる要素として、現場で手軽に扱える

ためのコンパクトさが挙げられる。こ

の点を重視した際に、光源配置の3案

から一番良いと考えられるのが倒像

レンズ側面に光源を配置する方法で

ある。この方法はメリットが多い代わ

りに構成要素の配置の許容範囲が狭

くなる為、その点についてはより正確

な位置関係を把握する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

 

今回の結果から、眼底像の観察に必

要な要素や、実際の装置の実現に向け

その方向性が確認できた。 

この結果を元にさらに細かい条件

の調査や次に製作する試作機の評価

を進めていく。 
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